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定例会

　

第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
２
日
～
16
日
の
15
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

招
集
日
に
は
町
長
よ
り
人
事
案
件
２
件
が
提
出
さ
れ
可
決
、
条
例
11
件
、
そ
の
他
１
件
、
当
初
予
算

８
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
も
１
件
提
出
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
補
正
予
算
８
件
の
追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
案
全
28
件
全
て
可
決
、
請
願
１
件
を

可
決
し
、
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
も
可
決
し
ま
し
た
。

令和5年度をまちづくりの転換期と捉え、「あたらしいまちづ
くり元年」に位置付け、人口減少対策などの困難な課題に果敢
に取り組むとともに、将来にわたり住み続けたいと感じられる
まちの実現のため、第 6次振興計画の将来像である「やっぱり
ばんげがいい！～住み続けたい　やりたいことがあふれる街～」
を目指し、各種施策や事業に取り組みます。
役場庁舎は質の高い住民サービスを継続的に提供する拠点で

ある必要があるため、町民の生命・財産を守り、町民の安全・
安心の確保や、災害時における円滑な復旧・復興の拠点となり
うる場所に建設するべきであると考えます。
そのため、20 年・30 年後を見据え、建設場所を「旧坂下厚

生病院跡地」としました。会津坂下町が会津西部地区の中核と
しての機能を果たせるよう、周辺地域との一体的な利活用を図っ
ていきます。
現役場庁舎周辺の跡地は、中心市街地活性化のため、町民の

皆様や専門家のご意見を頂きながら、人が集い、賑わいを創出
する空間を整備していきます。

まちづくりの方針

第 1 回定例会の冒頭、町長がどのような考え方や方針で 1 年間
町政を進めていくかを明らかにする施政方針演説が行われました。

～町長施政方針演説より～

令和5年度は令和5年度は

あたらしいあたらしい
まちづくり元年まちづくり元年

役場新庁舎の建設は、町長から場所についての表明があり
ましたが、まだ議論中です。議会としても、今後新庁舎の持
つべき機能、さらには会津坂下町全体のまちづくりについて
審議を重ねていきます。
皆さんの声を是非、聞かせてください！
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定例会
令和5年度予算における
町の最重点施策

過疎対策過疎対策
4つの柱

予算の内容は次ページ予算の内容は次ページ

「関係人口対策」
大学生や地域おこし協力隊の積極的な活
用による地域活性化を図ります。
また、会津坂下町ふるさとサポーター制度
の導入や、ふるさと納税の推進により町を応
援していただく方 を々増やしてまいります。

「定住人口対策」
住宅取得支援補助金事業や移住支援金
事業により、子育て世代・若者世代をター
ゲットとした移住・定住を促進して参り
ます。

「交流人口対策」
会津坂下町移住定住推進協議会が主体
となり、お試し住宅を活用した魅力発見・
体験ツアーを実施します。

「少子化対策」
ばんげ縁結び応援事業及び結婚生活応
援事業による不妊検査費用の助成をします。
また、出産・子育て応援交付金事業によ
り、妊娠期から出産・子育て期まで、相談
支援と経済的支援を一体的に実施します。

【第１回定例会で
　審議された内容】

○個人情報の保護に関する法律の改
正による条例の改正

○職員の通勤手当・日直手当、農業
委員会、学校運営協議会委員の報
酬の改正

○国民健康保険の出産一時金の増額、
国保税の限度額の改正

○民法等の一部改正による会津坂下町
水道事業給水条例の改正

○こども家庭庁の設置に伴う条例改
正、感染症及び通園バスでの安全
基準の改正に伴う関係条例の改正



あいづばんげ議会だより第 209 号・令和 5年 4月 25日発行（4）

令和５年度予算令和５年度予算

アフターコロナを見据えた地域活
性化の取り組みを継続し、「まちの
将来像」を実現するための各種政策・
施策の実現のための予算編成となっ
ています。
また同時に、令和６年度までを財

政健全化最重点期間としていること
から、今後も財政健全化アクション
プランに基づき、財政健全化に取り
組みます。

76億 1,000 万円
前年度から１億１千万円増

一般会計

会計 令和 5 年度予算 前年比

特
別
会
計

国民健康保険 18 億 2,738 万 9 千円 4,561 万 7 千円　増
介護保険 23 億 5,844 万 9 千円 1,559 万 9 千円　減
後期高齢者医療保険 2 億  933 万 3 千円 912 万 7 千円　増
下水道事業 6 億 3,880 万円 9,910 万円　増
坂下東第一地区
土地区画整理事業 2 億 2,544 万 6 千円 3,652 万 9 千円　増

農業集落排水 6,690 万円 54 万円　減
水道事業会計 収益的収入 4 億 9,017 万 3 千円 2,525 万 4 千円　減

その他の会計
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　　　過疎対策
　　　　　　地域おこし協力隊�

議員 地域おこし協力隊に今後期待するも
のは？

古民家カフェ用地の購入は町で今購入すべき
ものなのか。

課長 現在２名の協力隊員が、古民家をDIY
で改修し、3年間の任期中にカフェを

オープンすることを目指しています。完成し
た古民家カフェを協力隊の拠点として、そこ
から巻き起こる仕掛けづくりをしていきたい
と考えており、町の事業ととらえています。
　そのためにも、町が用地を購入し、支援を
していくべきと考えます。

　電気料金の上昇�

議員 電気料はトータルでどのくらい上昇し
ているのか。

課長 全て合わせると 2,300 万円程増加し
ています。その一部が普通交付税措

置されます。

　交通安全対策費
　　　タクシー利用券�

議員 対象者など事業の詳細はどのようなも
のか。

課長 免許返納をされた全ての方を対象に、
1名につき 200円の券を 50枚、合計

1万円分交付します。

　出産子育て応援給付金事業�

議員 これはどんな事業か。
また、対象者は。

課長 令和 5年 1月から開始された、妊娠
期から出産・子育てまで一貫して相

談に応じ、必要な支援につなぐ「伴走型の子
育て支援」事業です。
母子手帳の交付時に 5万円、乳幼児全戸

訪問の際に 5万円、合わせて 10 万円を給付
するもので、年間 90名を見込んでいます。
また、国の事業である非課税世帯の方に対

する妊娠検査の費用助成も見込んでいます。

障がい者福祉費
　基幹相談支援センター事業�

　議員 内容はどのようなものか。

課長 多様化・複雑化する福祉に対応する
ため、近隣の6町村で共同設置します。

　障がい以外も含めた総合的、重層的な相談
に応じるとともに、地域支援体制の強化とし
て、新たな地域資源の発掘や相談事業者への
助言、人材の育成などを行います。

議員 障がい者だけではなく、相談したく
てもできない人たちがいる。その方

たちへの対応は。

課長 民生委員や区長などと情報共有をし、
町としていつでも相談に応じます。

予算特別委員会が２日間にわたり開催され、
令和５年度の予算に多くの質疑を行いました。
主なものを要約してご紹介します。

902万円

2,300万円増加

50万円

134万7千円

予
算

審
査
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　　　　施設型給付費
　　　　　　保育士の処遇改善�

議員 施設型給付費には国の施策である保
育士の処遇改善のためのお金が含ま

れている。確実に保育士の給料に反映してい
るのか確認はできているのか。

課長 民間の保育施設は毎年実績報告を受
けており、その監査の中で給料に反

映されているか確認しています。
　町の保育所や幼稚園に勤務する会計年度任
用職員は、職員の給与表を基に給料を支給して
おり、保険や年金の面でも改善されてきました。
　今後も必要な見直しを行い、改善をしてい
きます。

　スキー場周辺施設
　　　利活用調査委託�

議員 スキー場をどうしていくのか、町の
考えはあるのか。

課長 例えばキャンプでの利用など、スキー
場以外での利用が出来ないか考えてい

ます。そのために具体的な進め方やPRの仕
方などを専門の方にご意見を頂く予定です。

議員 コンサルタント業者に委託となると
他と同じような事業になってしまい

がちである。ワークショップをするなど、住
民と考えていくべきではないのか。

課長 基礎調査を委託により行ったうえで、
プレイベントも開催する予定です。

　その中で、住民の皆さんのご意見をお聞き
できればと考えています。

 消防団員準中型免許取得補助�

議員 免許取得補助とあったがその内容は。
また、班域の変更の考えは。

課長 団員がポンプ車を運転できるよう、
準中型免許の取得、オートマ限定解

除をする際、費用を補助するものです。
　班域は変更せず、団員を融通しながら初動
体制の確保をしていきます。

　　　　 街路灯修繕�

議員 南幹線の街路灯を修繕するとのこと
だが、今の街路灯は暗い。どのよう

なものを設置するのか。

課長 今のものは歩道専用で暗いのは承知
しています。

　新たなものは電柱の高い位置に LEDの照
明を設置し、明るさを確保します。

　学校教育アドバイザー
　スクールソーシャルワーカー
　特別支援教育支援員�

議員 それぞれどういった方が、どういう
活動をしているのか。

課長 学校教育アドバーザーは、指導主事
に代わり、先生や授業のアドバイス

をしています。令和 6年度からは指導主事の
先生に来ていただけるよう調整しています。
　スクールソーシャルワーカーは、児童生徒の
悩みや、家庭での困りごとなど、幅広く相談に
乗り、必要な支援や医療につなげています。
　特別支援教育支援員は教員免許を持った方
が特別支援学級に入り、授業の支援や生活面
での支援を行っています。
　それぞれが連携し児童生徒がより良い学校
生活を送るための支援を行っています。

19万4千円

444万5千円

2,930万1千円

444万5千円
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討論
≪令和５年度　
　　　会津坂下町一般会計予算≫

予算特別委員会
委員長・副委員長より

令和５年度は坂下町のこれからを決定づけ
る重要な一年になります。
本議案は、町長の執行方針・予算方針であ

り、新庁舎を移転するための予算編成が盛り
込まれております。これには断固反対を貫い
ていきたい、よって本案に反対するものです。

（五十嵐一夫議員）

全体では財政健全化アクションプランに基
づき財政調整基金の確保など町財政の健全化
が着実に前進している事を高く評価します。
しかし、新庁舎建設関連費は更なる説明の

必要があり、今後を注視します。
どのような社会情勢でも住民サービスの向

上に努めることを念頭に、今後の予算執行に
あたることを切望します。

（赤城大地議員）

「過疎対策」を中心に置き、子育て・教育、
健康づくり、福祉の充実、産業・商工業の振
興のための政策実現のために積極的に取り組
む予算編成を、私は高く評価します。
令和５年度の予算執行は、財政健全化を常

に念頭に置きながら、当町の持続的発展に向
けた最善の行政運営を強く要望しまして賛成
討論とします。

（蓮沼文明議員）

保育料等で約 750 万円の増収見込みですが、
低所得者層ほどその負担感は大きくなってい
ます。諸物価も高騰しているため、保育料値
上げを止めるよう期待します。
大プロジェクトが動き出しており、遅滞な

く進むよう念願するものです。　
（渡部正司議員）

町の目指すべきは町民の福祉向上であり、
本予算案は持続可能なまちづくりに向け、評
価すべき内容となっております。
しかし、実質賃金の大幅な低下や、物価の

上昇など厳しさを増している状況を踏まえ、
保育料の値上げは凍結することを期待しつつ、
賛成の討論とします。

（小畑博司議員）

自主財源の確保においては、ふるさと納税
で 3億 5,000 万円の実績見込みとなり、また、
財政調整基金残高が 7 億 5,000 万円を超える
見通しとなっています。
事業執行と財政健全化のバランスを取りな

がら行政運営を行える内容であると考えます。
（物江政博議員）

古川町長は、令和 5 年度を『あたらしいまち
づくり元年』と位置付け、第六次会津坂下町振
興計画が反映された予算編成となりました。
しかし、福祉基金 2 億 8,500 万の一般会計

への繰替運用が不適切な状態で長年続いてい
ます。会津坂下町福祉条例に則り適切な対応
がされることを切に望みます。

（佐藤宗太議員）

令和５年度予算に対し、各議員より活発な
質疑がなされました。

（委員長　横山智代議員）

初めての職務で緊張しました。
（副委員長　目黒克博議員）
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議案第３号　
会津坂下町個人情報保護法施行条例

私はこう判断！
賛否の別れた議案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
目

黒

克

博

蓮

沼

文

明

物

江

政

博

赤

城

大

地

横

山

智

代

渡

部

正

司

佐

藤

宗

太
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口

享
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木
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順

子

五
十
嵐
一
夫

酒

井

育

子

小

畑

博

司

水

野

孝

一

議案第 3 号
会津坂下町個人情報保護法施行条例 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議

長
議案第 4 号
会津坂下町行政不服及び情報公開・個人情報保護審
査会条例の一部を改正する条例

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議

長

議案第 7 号
会津坂下町国民健康保険条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議

長

議案第 8 号
会津坂下町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議

長

議案第 14 号
放棄した権利の額の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議

長

議案第 15 号
令和５年度会津坂下町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

議

長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　　　議長は採決に加わりません

請願・陳情
福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める
意見書提出請願書

提出者	 日本労働組合総連合会福島県連合会
	 両沼地区連合会　議長　青木和久
紹介議員　小畑博司
内　　容　「賃金の経済政策」としての最低賃金
	 の引き上げの重要性を強く認識し、福
	 島県最低賃金は早急に 1,000 円を目指
	 した引上げを行うこと。
本会議で採択され、意見書を送付しました。

氏名　渡辺　光政氏（舟渡）
任期　令和5年 4月13日～
　　　令和8年 4月12日
賛成多数で同意されました。

※　固定資産課税台帳に登録
された事項に関する不服
の審査などを行います。

氏名　山内　恭子氏（新富町）
任期　令和5年7月1日～
　　　令和8年 6月30日
議会の意見書を付け、法務省
に推薦します。

※　人権相談を受け、問題解
決のお手伝いをしたり、人
権について関心を持って
もらえるような啓発活動を
行ったりしています。

人事
固定資産評価委員

人権擁護委員候補者

　個人情報保護法の一元化は、行政が特定の
目的のために集めた個人情報を企業に開放し
企業の儲けの種として利用し、成長戦略に繋
げようとするものであり、個人情報保護の取組
には限界があると考えられます。

横山　智代　議員反対
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一般質問

一

般

質

問

町の考えを問う 
　一般質問は、議員が町政全般について現状や方
針を問うものです。一人当たりの持ち時間は答弁
を含めて５０分です。
　掲載している内容は、質問者自身が要約し、広
報広聴特別委員会が校正したものです。
　
一般質問の映像を議会のホームページのほか、
YouTube でも画像を配信しております。
　また、会議録もホームページでご覧いただけます。

来
年
度
の
若
者
に
よ
る
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
の
展
望
は

会
津
坂
下
町
Ｎ
Ｇ
Ｂ
課
を
中
心
に
行

い
ま
す

問
町
役
場
新
庁
舎
建
設
の
一
連
の

議
論
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
の

都
市
計
画
の
議
論
が
欠
落
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
異
な

る
計
画
案
を
実
行
す
る
の
で
あ
れ
ば
都
市

計
画
あ
る
い
は
用
途
地
域
の
設
定
の
見
直

し
の
議
論
が
先
決
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。
ま
た
現
在
示
さ
れ
て
い
る
新
庁
舎
建

設
位
置
は
都
市
計
画
と
整
合
性
が
と
れ
て

い
る
の
か
併
せ
て
伺
う
。

答
現
在
町
の
考
え
と
し
て
示
さ
れ

て
い
る
役
場
新
庁
舎
建
設
位

置
（
旧
厚
生
病
院
跡
地
）
に
つ
い
て
は
、

会
津
坂
下
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
及
び
用
途
地
域
と
の
整
合
性
は
と
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は

中
長
期
的
な
計
画
で
は
あ
り
ま
す
が
、

社
会
情
勢
に
合
わ
せ
た
見
直
し
は
必
要

と
考
え
ま
す
。
ま
た
用
途
地
域
の
設
定

に
つ
い
て
も
現
在
の
土
地
利
用
の
需
要

と
合
わ
な
い
状
況
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
新
庁
舎
建
設
場
所
の
み
な

ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
も
議
論

に
加
え
な
が
ら
都
市
計
画
お
よ
び
用
途

地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
関
係
機
関
と

の
調
整
を
進
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

問
移
住
・
若
者
に
よ
る
地
域
づ
く

り
推
進
事
業
に
つ
い
て
来
年
度

以
降
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

答
若
者
に
よ
る
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て

「
会
津
坂
下
町
Ｎ
Ｇ
Ｂ
（
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
ば
ん
げ
）
課
」
を
会
津
農
林
高
等
学

校
、
一
般
社
団
法
人
会
津
坂
下
青
年
会
議
所

と
と
も
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。　

　

今
後
は
こ
の
仕
組
み
を
中
心
に
若
者
の
考

え
を
施
策
と
し
て
具
体
化
し
た
り
、
町
の
課

題
の
解
決
策
の
提
案
を
受
け
た
り
と
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
役
場
庁
舎
建
設
の
議
論
は
都
市
計
画

と
整
合
性
が
と
れ
て
い
る
の
か

整
合
性
は
と
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
都

市
計
画
の
議
論
も
併
せ
て
行
い
ま
す

NGB 課キックオフNGB 課キックオフ
会議の様子会議の様子

赤城大地　議員

画像配信は
こちらから

会 議 録 は
こちらから
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一

般

質

問
小
川
原
地
内
県
有
地
無
償
譲
渡
を
願
え

無
償
譲
渡
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す

五十嵐一夫議員

問
県
は
統
合
後
の
廃
高
等
学
校
施

設
に
つ
い
て
無
償
譲
渡
の
考
え

で
す
、
坂
下
東
第
一
土
地
区
画
整
理
地
区

内
県
有
地
「
農
業
試
験
場
ほ
場
跡
地
」
に

つ
い
て
、
取
得
が
必
要
な
の
か
、
取
得
す

る
な
ら
無
償
譲
渡
を
願
え
。

答
平
成
元
年
か
ら
町
が
取
得
す
る

方
向
で
協
議
を
進
め
、
平
成
15

年
度
に
は
ラ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
整
備
の
た
め

払
下
げ
要
望
を
提
出
し
ま
し
た
が
財
政
的

な
理
由
か
ら
整
備
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

県
も
町
へ
の
譲
渡
を
前
提
に
、
他
へ
の
譲

渡
を
留
保
し
て
い
た
経
緯
か
ら
、
令
和
６

年
度
に
県
有
地
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

　

県
有
地
の
取
得
協
議
は
、
町
が
利
用
目

的
を
提
示
し
、
県
が
土
地
鑑
定
を
行
い
、

県
の
審
議
会
を
経
て
価
格
が
決
定
さ
れ
る

た
め
、
無
償
譲
渡
は
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。問

高
齢
者
の
サ
ロ
ン
事
業
に
町
は

積
極
的
に
か
か
わ
り
取
り
組
め
。

答
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や

健
康
維
持
、
地
域
で
の
見
守
り

体
制
の
構
築
の
取
り
組
み
と
し
て
サ
ロ
ン

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協

議
会
に
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
地
域
の
中
に
入
り
、
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
、
地
域
で
の
新
た
な
サ
ロ
ン

の
起
ち
上
げ
支
援
、
運
営
地
域
課
題
解
決

支
援
、
各
種
講
師
派
遣
の
サ
ポ
ー
ト
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
住
民
が
自
主

的
に
運
営
す
る
活
動
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

問
「
子
供
会
」
の
入
会
・
未
入
会

の
是
非
に
つ
い
て
。

答
子
供
会
は
各
行
政
区
単
位
で
任

意
に
組
織
さ
れ
て
お
り
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
基
盤
の
一
つ
で
す
。
小

学
校
の
通
学
班
に
よ
る
登
校
、
資
源
回
収

の
奉
仕
活
動
、

学
年
の
違
う

児
童
交
流
な

ど
加
入
は
メ

リ
ッ
ト
が
大

き
い
と
考
え

ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
坂
下
高
校
の
統
合
後

問
移
住
・
定
住
・
交
流
人
口
拡
大
対
策

諏訪鉄寿楽会サロン諏訪鉄寿楽会サロン

移
住
・
定
住
人
口
対
策
の
取
組
を
伺
う

居
住
地
と
し
て
選
択
し
て
い
た
だ
け
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
可
燃
ゴ
ミ
袋
は
切
れ
や
す
い
。

材
質
は
変
え
ら
れ
な
い
の
か
。

答
本
町
の
ゴ
ミ
袋
は
、
可
燃
・
不

燃
・
お
む
つ
（
専
用
）
袋
が
あ

り
ま
す
。
材
質
は
、
可
燃
袋
（
お
む
つ
袋
）

は
全
て
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
使
用
し
、

不
燃
袋
は
直
鎖
状
低
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
可
燃
袋
は
、
透
明

度
が
低
い
た
め
ゴ
ミ
袋
の
中
身
が
分
か
り

に
く
く
、
引
っ
張
る
強
さ
に
も
優
れ
て
い

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
穴

が
開
く
と
縦
に
裂
け
や
す
い
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

不
燃
ゴ
ミ
袋
は
、
可
燃
袋
よ
り
引
っ
張

る
強
さ
に
弱
い
で
す
が
、
伸
び
や
す
く

裂
け
に
く
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
デ
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
透
明
度
が
高
い
た
め

中
身
が
見
え
や
す
く
な
り
ま
す
。
可
燃

袋
を
不
燃
袋
と
同
じ
材
質
に
変
更
す
れ

ば
裂
け
に
く
く
は
な
り
ま
す
が
、
透
明

度
が
高
い
た
め
中
身
が
見
え
や
す
く
な

り
個
人
情
報
保
護
上
好
ま
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
引
っ
張
る
強
さ
に
弱
い
の
で
現

在
の
厚
さ
よ
り
厚
く
す
る
必
要
が
あ
り
、

経
費
も
増
加
し
ま
す
。
近
隣
市
町
村
の

ゴ
ミ
袋
と
比
較
し
て
も
質
的
に
差
は
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
現
在
の

問
子
育
て
世
代
に
対
し
て
の
移
住
、

定
住
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

答
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て
期
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ

目
な
い
支
援
制
度
と
合
わ
せ
て
、
き
め
細
や

か
な
移
住
相
談
体
制
に
よ
り
、
子
育
て
世
代

で
あ
る
若
者
の
定
住
に
よ
っ
て
活
気
に
満
ち

あ
ふ
れ
、
町
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

ゴ
ミ
袋
の
価
格
を
下
げ
、
質
を
向
上
さ

せ
ら
れ
な
い
か

価
格
の
引
き
下
げ
は
行
わ
ず
、
現
在
の

袋
を
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

横山智代　議員

ゴ
ミ
袋
を
使
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ゴ
ミ
袋
の
価
格
は
、
ご
み
処
理
有
料
化

の
取
組
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
て
、
ご
み
排
出
量
の
削

減
及
び
排
出
者
の
負
担
の
公
平
化
を
目
的

に
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
引
き
下
げ
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
価
格
に
は
、
原
価

と
町
の
手
数
料
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

環
境
セ
ン
タ
ー
負
担
金
、
資
源
回
収
報
償

金
、
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
購
入
補
助
金
な
ど
に

充
当
し
て
い
ま
す
。
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一

般

質

問

新
庁
舎
建
設
は
わ
か
り
や
す
く
進
め
ら

れ
て
い
る
か

丁
寧
と
は
言
い
難
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た

小畑博司　議員

問
こ
れ
ま
で
の
進
め
方
は
、
町
民

に
と
っ
て
分
り
に
く
く
、
丁
寧

な
進
め
方
と
は
言
い
難
い
。
今
後
に
も
関

わ
る
の
で
考
え
を
伺
う
。

答
建
設
場
所
選
定
に
お
け
る
条
件

や
配
置
計
画
等
に
つ
い
て
は
、

丁
寧
な
説
明
と
は
言
い
難
い
部
分
も
あ
り

ま
し
た
の
で
、
今
後
は
詳
細
な
内
容
を
示

し
つ
つ
丁
寧
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
や
議
会
が
ど
の
よ
う
な
手
続

き
で
動
い
て
い
る
の
か
、
進
捗
状
況
も
含

め
広
報
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
避
難
所
の
場
所
と
周
知
方
法
は

今
後
、
建
物
に
看
板
設
置
等
を
行
い
、

周
知
徹
底
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

保
育
料
の
大
幅
な
引
き
上
げ
は
時
代
に

逆
行
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

定
期
的
に
状
況
を
踏
ま
え
見
直
し
て
ま

い
り
ま
す

問
障
が
い
者
等
福
祉
事
業
と
し
て

※
「
８
０
５
０
問
題 
」
へ
の

本
町
の
現
在
の
状
況
と
今
後
の
取
り
組

み
方
針
は
。

答
現
在
本
町
は
、「
会
津
西
部
地

域
生
活
支
援
拠
点
」
と
し
て
、

周
辺
５
町
村
と
協
定
を
締
結
し
、
広
域

的
な
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
家
族

の
入
院
な
ど
に
よ
り
、
介
護
を
す
る
方

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
障

が
い
者
が
ひ
と
り
に
な
っ
て
し
ま
わ
ぬ

よ
う
に
緊
急
的
な
受
入
先
の
確
保
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
事
前

に
親
元
か
ら
離
れ
て
の
生
活
を
体
験
す

る
こ
と
で
自
立
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
体
験
の
場
の
確
保
な
ど
、
さ
ら
な

る
体
制
の
整
備
を
進
め
、
誰
一
人
取
り

残
す
こ
と
な
く
、
全
て
の
町
民
が
等
し

く
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
人
と
し

て
尊
厳
を
も
っ
て
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

問
福
祉
避
難
所
の
場
所
及
び
周
知

方
法
等
に
問
題
点
は
な
い
の
か
。

答
本
町
で
は
、
町
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
を
福
祉
避
難
所
と
し
て
指

定
し
て
お
り
ま
す
。
周
知
方
法
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
お

知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
と

お
り
、
現
在
は
看
板
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

周
知
徹
底
を
図
る
た
め
に
も
今
後
、
町
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
福
祉
避
難
所
」

の
看
板
等
を
設
置
し
て
明
確
化
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
町
内
企
業
に
お
け
る
障
が
い
者
の
一
般

就
労
雇
用
率
等
を
問
う
。

問
新
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
支
援
の
内
容
を
問
う
。

問
ひ
が
し
公
園
の
老
朽
化
し
た
遊
具
に
対

し
、
新
規
遊
具
の
導
入
を
新
年
度
早
期
に
実

施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
は
。

問
保
育
料
の
引
き
上
げ
は
昨
年
の

６
月
定
例
会
に
お
い
て
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
未
だ

に
納
得
が
で
き
な
い
。
し
か
も
低
所
得
者

に
対
す
る
配
慮
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
時
代

に
逆
行
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
保
育
料
の
改
訂
方
針
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
を
参
考
に
経
済

的
支
援
・
受
益
者
負
担
の
公
平
性
・
算
定

の
透
明
性
の
視
点
か
ら
整
理
し
、
よ
り
多
く

の
方
か
ら
納
得
の
得
ら
れ
る
こ
と
を
念
頭
に

策
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
定
期
的
に
状
況
を

踏
ま
え
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
農
業
振
興
で
ま
ち
を
活
性
化
せ
よ
。

障
が
い
者
等
福
祉
事
業
「
８
０
５
０
問

題
」
で
の
町
の
取
り
組
み
を
伺
う

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
な
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す

蓮沼文明　議員

※
80
代
の
高
齢
者
の
親
が
、
50
代
の
障
が
い

者
等
の
子
ど
も
の
生
活
の
面
倒
を
み
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
問
題

福島しあわせ運べるように合唱団福島しあわせ運べるように合唱団
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一

般

質

問

問
保
育
料
は
、
国
基
準
額
の
五
割

負
担
に
改
定
さ
れ
本
年
四
月
よ

り
実
施
さ
れ
る
。
約
一
、五
倍
値
上
げ
の
負

担
感
は
低
所
得
者
層
ほ
ど
大
き
い
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
改
定
に
反
対
し
て
き
た
。

相
次
ぐ
物
価
高
騰
は
生
活
を
直
撃
し
て
い

る
。
値
上
げ
を
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
保
育
料
等
の
改
定
方
針
を
定
め

る
に
あ
た
り
、
施
設
の
安
定
運

営
を
考
慮
し
、
利
用
者
の
経
済
的
支
援

と
受
益
者
負
担
を
加
味
、
低
所
得
世
帯

へ
の
配
慮
を
含
め
策
定
し
ま
し
た
。
保

育
料
は
上
が
り
ま
す
が
、
町
の
考
え
方

を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
ご
理
解
を

頂
け
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
適

用
時
期
も
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
等

や
議
会
を
経
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、

本
年
四
月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

物
価
上
昇
で
は
影
響
を
受
け
て
い
る
と

認
識
し
、
保
育
料
等
に
つ
い
て
は
、
ご

意
見
や
ご
相
談
に
個
別
に
対
応
し
ま
す
。

生
活
困
窮
世
帯
に
つ
い
て
は
、
減
免
等

に
よ
り
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

問
保
育
所
に
通
っ
て
い
な
い
未
就

園
児
の
把
握
や
状
況
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答
未
就
園
児
の
保
護
者
は
、
孤
立

し
が
ち
で
、
子
育
て
悩
み
の
相

談
相
手
が
い
な
い
な
ど
、
家
庭
に
よ
っ

て
は
子
ど
も
の
健
全
育
成
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
未
就
園
児
は
、
現
在

約
百
五
十
名
を
把
握
し
、
全
戸
訪
問
や

健
診
等
で
相
談
等
を
行
い
必
要
な
支
援

へ
繋
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
旧
坂
下
高
校
・
旧
厚
生
病
院
跡
地
活
用

に
つ
い
て

物
価
高
騰
下
の
保
育
料
値
上
げ
は
凍
結

す
べ
き

個
別
対
応
や
減
免
等
で
負
担
軽
減
を
図

り
ま
す

渡部正司　議員

笑顔あふれる「ばんげ保育所」笑顔あふれる「ばんげ保育所」

問
次
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
方
は

答
人
口
減
少
は
、
様
々
な
問
題
の

要
因
で
あ
り
、
町
の
衰
退
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
危
機
感
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
「
交
流
人
口

対
策
」、「
関
係
人
口
対
策
」、「
定
住
人
口

対
策
」
に
、
新
た
に
「
少
子
化
対
策
」
を

加
え
た
「
４
つ
の
人
口
対
策
」
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
自
己
財
源
確
保
の
考
え
方
は

答
全
国
的
に
人
口
減
少
に
よ
り
税

収
が
減
額
と
な
っ
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
中
、
大
変
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本
年
度
は
、
２
月

末
現
在
、
３
億
５
千
万
を
超
え
過
去
最
高

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
税
の
基
幹
と
な
る
町
民
税
及
び

固
定
資
産
税
の
増
収
の
た
め
、
町
内
企
業

へ
の
支
援
、
近
隣
市
町
村
と
連
携
し
た
企

業
誘
致
な
ど
に
よ
る
就
労
の
場
の
確
保
、

未
利
用
の
町
有
地
の
民
間
へ
の
売
却
等
に

よ
る
人
口
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
町

税
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
通
学
バ
ス
利
用
対
象
外
で
あ
る

生
徒
へ
の
、
冬
期
間
の
通
学
支

援
を
ど
う
考
え
る
か

答
地
区
か
ら
要
望
も
あ
り
ま
す
。

積
雪
時
は
自
転
車
で
の
通
学
が

困
難
と
な
る
た
め
、
冬
期
間
の
バ
ス
通
学

に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
学
期
に
通
学
バ
ス
利
用
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
会
津
乗
合
自
動

車
と
各
路
線
の
乗
車
可
能
人
数
な
ど
も
確

認
し
、
次
年
度
に
冬
期

間
の
通
学
バ
ス
利
用
を

実
現
す
る
た
め
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
当
町
国
有
林
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
枯
葉

剤
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問
国
際
理
解
教
育
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

問
道
の
駅
あ
い
づ
湯
川
・
会
津
坂
下
に
つ

い
て
。

次
年
度
の
予
算
編
成
の
重
要
施
策
の

考
え
方
は

今
年
度
に
引
き
続
き
過
疎
対
策
と
位

置
付
け
人
口
減
少
に
取
り
組
み
ま
す

佐藤宗太　議員
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議会を傍聴して
みませんか？

あの質問は
どうなった？

　手続きは簡単！議場前にある受付簿に名
前を書くだけです。
ぜひ傍聴にお越しください。

※傍聴の際、マスクの着用をお願いするこ
　とがあります。
※日程は変更になる場合があります。

　【令和５年第２回定例会日程（予定）】

６月８日（木）招集日

	 12 日（月）・13日（火）一般質問

	 16 日（木）最終日

第
三
者
継
承
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を
！

（
小
畑
博
司
議
員
）

一

般

質

問
街
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業
は

街
活
性
化
の
た
め
実
施
を
し
て
い
き
ま
す

 

定
住
人
口
対
策
に
つ
い
て
問
う

子
育
て
世
代
・
若
者
世
代
へ
の
支
援
と

よ
り
一
層
移
住
・
定
住
を
推
進
し
ま
す

目黒克博　議員

問
空
き
店
舗
活
用
・
中
心
市
街
地

活
性
化
の
具
体
的
な
取
組
は

答
旧
坂
下
区
域
全
体
が
中
心
市
街

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
中
心

市
街
へ
の
人
の
流
れ
を
作
る
べ
く
、
商
工

会
関
連
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
空
き
店

舗
等
の
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。　

　

今
後
も
、
新
庁
舎
建
設
と
並
行
し
て
、

町
民
の
皆
様
や
専
門
家
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
中
心
商
店
街
に
人
が
集
い

賑
わ
い
を
創
出
す
る
空
間
を
整
備
し
、
商

店
街
や
商
工
会
・
各
種
団
体
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
街
活
性
化
の
た
め
の
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。問

子
育
て
を
対
象
と
す
る
支
援
と

移
住
・
定
住
の
具
体
的
施
策
は

答
安
心
し
て
子
育
て
し
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
住
宅
取

得
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
会
津
坂

下
町
住
宅
取
得
支
援
事
業
」
と
、
首
都

圏
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
等
で
移
住
を
支
援

す
る
「
会
津
坂
下
町
移
住
支
援
金
交
付

事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　

　

令
和
５
年
に
は
住
宅
支
援
金
の
加
算

額
の
拡
充
と
39
才
以
下
の
新
婚
世
帯
を

対
象
に
住
宅
取
得
費
用
や
ア
パ
ー
ト
の

賃
貸
費
用
、
引
越
し
費
用
な
ど
最
大

60
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る
「
会
津
坂

下
町
結
婚
新
生
活
応
援
事
業
」
を
新
設

し
、
よ
り
一
層
移
住
・
定
住
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問
若
者
世
代
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
考
え
よ
う

答
県
実
施
の
オ
ン
ラ
イ
ン
型
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
は
ぴ
福
な

び
」
の
登
録
料
を
補
助
す
る
「
ば
ん
げ
縁

結
び
応
援
事
業
補
助
金
」
を
実
施
し
「
出

会
い
の
場
」
を
創
出
す
る
こ
と
で
結
婚
へ

の
機
運
を
醸
成
し
ま
す
。

　

ま
た
町
移
住
定
住
推
進
協
議
会
や
近
隣

市
町
村
と
広
域
連
携
を
し
、
自
然
を
活
か

し
た
魅
力
あ
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
、

結
婚
を
望
む
多
く
の
方
の
支
援
に
繋
げ
た

取
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
後
継
者
で
悩
む
方

も
多
く
い
ま
す
。

　

自
治
体
が
仲
立

ち
を
し
て
農
業
技

術
や
農
地
の
第
三

者
継
承
を
支
援
す

る
シ
ス
テ
ム
構
築

す
る
考
え
は
？

答
着
手
に
向
け
準
備
中

　

こ
れ
ま
で
農
業
委
員
会
等

で
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

第
三
者
継
承
を
支
援
す
る

シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
、
令
和
５

年
６
月
を
目
途

に
開
始
し
ま

す
。

追跡
リポー

ト
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議会では常任委員会ごとに町の課題を解決すべく、テーマを決めて、
3年ぶりに行政視察を行いました。その内容を報告します。

山梨県 北杜市で 移住定住について学ぶ

北
杜
市
は
、
将
来
に
わ
た
り
安
心

し
て
暮
ら
す
事
の
出
来
る
計
画
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で

「
第
２
次
八
ヶ
岳
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
」
計
画
を
立
て
、
定
住
人
口
の

確
保
と
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
※「
メ
タ
バ
ー
ス
」
で

の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
全
国
で
初
め
て

開
催
し
、
８
組
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
長
野
県
の
富
士
見

町
、
原
村
と
連
携
し
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
３
市
町
村
は
八
ヶ
岳
定
住
自
立
圏

を
構
成
し
、
移
住
・
定
住
人
口
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

（
目
黒
克
博
議
員
）

神奈川県 開成町で ZEB 認証庁舎について学ぶ

神
奈
川
県
開
成
町
で
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認

証
庁
舎
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
視
察

し
ま
し
た
。

「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」
と
は
建
物
内
に
お
い
て

生
産
消
費
す
る
（
電
気
）
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
収
支
を
０
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
建
物
で
、
主
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
に
よ
り
実
現
し
ま
す
。

開
成
町
で
は
日
本
で
初
め
て
こ
の

Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
定
を
庁
舎
で
取
得
し
て
お

り
、
庁
舎
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
抑

制
に
つ
い
て
お
お
い
に
参
考
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　

 （
赤
城
大
地
議
員
）

埼玉県 北本市で 庁舎の維持を学ぶ
【
新
庁
舎
の
概
要
】

・
地
上　

４
階
建

   （
実
質
３
階
建
て
・
４
階
機
械
室
）

・
庁
舎
職
員
３
９
９
名
（
臨
時
含
む
）

・
総
工
費:

36
億
３
，
７
８
２
万
円

   

庁
舎
分:

31
億
１
，
９
５
０
万
円

・
併
設
施
設:

児
童
館
・
防
災
倉
庫
棟

・
光
熱
水
道
費
対
策
と
し
て
ガ
ス
、
電

   

気
を
併
用

・
雨
水
を
利
用

   （
地
下
タ
ン
ク
に
貯
水
し
、
ト
イ
レ

や
散
水
な
ど
に
利
用
）

【
新
庁
舎
の
維
持
管
理
】

・
シ
ン
プ
ル
が
一
番

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

　

す
る
際
、
管
理
の

   

し
や
す
い
素
材
を

　

選
ぶ

　
（
横
山
智
代
議
員
）

株
式
会
社
オ
キ
サ
イ
ド
（
山
梨
県
北
杜
市
）

会
津
坂
下
町
出
身
の
古
川
社
長
の
（
株
）
オ

キ
サ
イ
ド
を
訪
問
し
ま
し
た
。

「
光
の
時
代
と
し
て
結
晶
と
光
で
世
の
中
を
幸

せ
に
す
る
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、
大
き
く
さ

れ
た
会
社
で
す
。

町
へ
の
工
場
誘
致
が
望
ま
れ
ま
す
。

�

（
山
口　
享
議
員
）

総務産業建設
常任委員会
2/7 〜 2/9

※
メ
タ
バ
ー
ス
と
は
、

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮
想
空
間
で
す
。

特
徴
の
あ
る
明
る
い

窓
口
ロ
ビ
ー

○
人
口
減
少
対
策
は
、
広
域
の
観
点
も
重
要

○
新
庁
舎
建
設
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
や
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
抑

制
も
重
要

（
佐
藤
宗
太
委
員
長
）

メタバース
婚活の

パンフレット

ここを
活かす
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先進地に学び、見聞を広めて、
町の課題と向き合う

行政
視察

東京都世田谷区立桜丘中学校で 校則のない学校について学ぶ

当
初
は
「
校
則
の
な
い
学
校
」
と

し
て
歩
き
始
め
ま
し
た
が
、
現
在
は
自

由
の
中
で
も
駄
目
な
事
は
ダ
メ
だ
と

い
う
認
識
が
必
要
と
、
少
し
ず
つ
見
直

し
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
使
用
も
、
拒
否
す
る
の

で
は
な
く
、「
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
良
い

時
間
と
場
所
は
こ
こ
だ
よ
」
と
示
し
て

お
り
、
そ
う
い
う
意
識
改
革
は
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

挨
拶
を
す
る
・
時
間
を
守
る
・
授

業
を
大
切
に
す
る
な
ど
の
グ
ッ
ド
マ

ナ
ー
と
共
に
、
多
様
性
の
尊
重
と
受

容
・
活
か
し
あ
い
の
精
神
で
人
権
教
育

を
重
ん
じ
、
校
則
の
な
く
な
る
環
境
づ

く
り
を
試
み
て
い
ま
す
。

支
援
す
る
人
の
意
識
改
革
を
は
じ

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て

家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携
・
協
力
を

図
り
、
信
頼
関
係
を
深
め
る
指
導
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
指
導
方
針

も
あ
っ
て
か
、
区
外
か
ら
の
入
学
希
望

も
多
い
そ
う
で
す
。

�

（
青
木
美
貴
子
議
員
）

社会福祉法人清瀬わかば会で
障がい者の居場所づくりについて学ぶ

東
京
都
清
瀬
市
の
総
合
的
障
が
い

者
支
援
施
設
を
運
営
す
る
「
清
瀬
わ
か

ば
会
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
設
立
当
初

か
ら
支
援
を
続
け
て
き
た
清
瀬
市
議

会
の
議
長
に
も
出
迎
え
て
い
た
だ
き
、

施
設
内
は
、
職
員
の
方
と
入
所
者
の
元

気
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
の
保
護
者
に
よ
る
活
動
か

ら
始
ま
り
、
50
年
余
り
の
歴
史
の
あ
る

施
設
で
、
法
人
化
し
て
か
ら
、
は
や
23

年
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
児
童
生
徒

の
居
場
所
づ
く
り
や
作
業
所
は
勿
論
、

立
派
な
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
３
棟
あ
り
、

１
棟
に
男
女
５
～
６
人
が
生
活
し
て

い
ま
す
。

成
人
し
て
か
ら
も
自
立
し
、
自
分
ら

し
く
、
生
ま
れ
育
っ
た
町
で
人
生
を
全

う
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
が
町
の
施

策
に
も
活
か
し

た
い
も
の
だ
と

の
感
想
で
し
た
。

（
小
畑
博
司
議
員
）

茨城県 水戸市で 部活動地域移行について学ぶ

水
戸
市
で
は
、
5
部
活
動
（
サ
ッ

カ
ー
、
テ
ニ
ス
、
剣
道
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
卓
球
）
を
地
域
ク
ラ
ブ
に
移

行
し
、
実
践
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

導
入
前
と
比
較
し
、
教
員
は
精
神

的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

生
徒
は
専
門
的
指
導
を
受
け
ら
れ
、
指

導
者
と
顧
問
の
連
携
に
よ
り
部
活
動

が
主
体
的
な
っ
た
と
い
っ
た
成
果
が

上
が
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

一
方
で
、
受
益
者
負
担
に
な
る
事

へ
の
保
護
者
の
理
解
や
、
実
施
主
体
の

確
保
、
指
導
者
の
条
件
、
研
修
、
予
算
、

場
所
の
確
保
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
環
境
改
善
が
主
目
的
で
、

教
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
で
は
な
い

と
の
説
明
が
印
象

的
で
し
た
。

（
渡
部
正
司
議
員
）

○
多
様
性
の
尊
重
と
「
意
識
改
革
」
が
重
要

○
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
共
生
社
会
の
た
め
の

『
自
立
』
支
援
が
重
要

○
指
導
者
の
確
保
・
保
護
者
の
負
担
軽
減
、「
枠

組
み
」
の
整
備
が
重
要

（
蓮
沼
文
明
委
員
長
）

文教厚生
常任委員会
1/30 〜 2/1

職員室前の廊下に設置
された学習スペース

この表示がある場所での
みスマホの利用が可能

障がいのある方が共同生活
をしているシェアハウス

ここを
活かす



あ
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議
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よ
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発
行　
会
津
坂
下
町
議
会

編
集　
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

春
の
暖
か
い
光
と
風
の

中
で
、
花
木
や
樹
木
の
新

し
い
芽
吹
き
を
目
に
す
る

と
、
寒
さ
の
厳
し
か
っ
た

冬
期
間
の
記
憶
も
少
し
ず

つ
和
ら
い
で
い
く
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

さ
て
、
令
和
５
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
、
一
ヶ
月
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
三
年
前
の
春
に
発
生

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
も
来
月
か
ら
第
５
類
へ

引
き
下
げ
ら
れ
、
今
後
ま

す
ま
す
「
誰
ひ
と
り
取
り

残
さ
な
い
」
地
域
共
生
社

会
、
継
続
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

希
望
に
溢
れ
た
ま
ち
づ

く
り
実
現
の
た
め
に
、
町

議
会
は
今
後
も
皆
さ
ん
の

声
を
聞
き
、
共
に
歩
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

（
蓮
沼　

文
明
）
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みんなのひろばみんなのひろば

坂下中学校柔道部は、男子 12 名、女子 4 名が練習に汗を流してい
ます。

部員は小学生の頃から坂下スポ少や、喜多方スポ少で経験を積んで
きた生徒がほとんどですが、中学校入学後に柔道を始めて頑張ってい
る生徒もいます。それぞれが自分たちの技能・体力面と精神面の目標
を設定し、それを達成すべく地道に練習に励んでいます。

顧問の真壁教諭による自分の柔道経験に基づく情熱あふれる指導と
共に、外部コーチの物江雄介氏が平日の放課後のみならず休日も指導
に当たってくれています。

練習は準備運動や補強運動に始まり、寝技の稽古、立ち技の稽古へと進んで行きます。
真壁教諭の指導をさらに自分たちで考えながら反復していくのが練習の特徴です。苦しい
時こそ一つにまとまり、力を出し切る事が坂下中柔道部の大きな目標でもあります。

また、保護者の方々の大会や合同練習会への引率や応援、そし
て道場に足を運び、部員の姿を見守って下さる温かさが部員たちの
励みになっていると常々感じています。

外井　隆先生

部活動地域移行とは・・・
公立中学校で、これまで教員

が受け持っていた部活動の指導
を、地域のスポーツクラブや競
技団体など、外部の団体に段階
的に移行すること。

2022 年 6 月にスポーツ庁での
有識者会議で提言された部活動
改革の一つであり、2023 年度か
ら 3 年間を「改革推進期間」と
しており、町でも検討が進めら
れています。

坂下中学校　柔道部坂下中学校　柔道部

導入に向け検討が進んでいる中学校の部活動地域
移行。

変わりつつある部活動について紹介します。
今回は、3 月まで坂下中学校柔道部で顧問をしてい

た、外
と

井
い

先生にお話をうかがいました。


